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   Two grams of Cefoperazone was intravenously administered twice aday for 5 days by drip infusion 
to 10 donors and 9 recipitents after renal transplantation. 
   The concentration of cefoperazone in theblood after administration in both donors and recipients 
did not show any accumulation te dency. 
   The urinary recovery ate of cefoperazone for 24 hours in donors was 8.8% and that in recipients 
was  8.1%. There was no change inthe renal function i  donors after administration of cefoperazone. 
   No change was observed in blood examination, BUN or creatinine, but S-GOT and S-GPT showed 
  temporaty increase in  1 donor and 1 recipient. 
   It is considered that Cefoperazone is a very useful drug for prophylactic chemotherapy fter enal 
transplantation. 
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例であ り,受 腎者では,男 子5例,女 子4例 であっ































































































































































































間,2時 間,4時 間,8時 間までおこない,あわせて
24時間尿中濃度を測定した,ま た腎提供者においては





































1)血 中 濃 度 お よび 尿中 濃 度
F三g.1に腎提 供 者 に お け る 血 中 濃 度 の術 後1日 目
と3日 目の推 移 を示 した.術 後1日 目お よび3日 目と
もにCefoperazone点滴 静 注 終 了 直 後 に ピー クの 値
お の お の118.7±10.9(S.E,M.)μg/m1と101.9±
9.5(s.E.M.)μg/mlに達 し,以 後 漸 減 して投 与 後
8時 間 では お の お の10.3±2.2(S.E.M,)μg/mlと
10.3±2.3(S.E.M.)μg/mlを示 した.
Fig.2は受 腎者 に お け るCefoperazone19点滴
静 注 後 の血 中濃 度 で術 後1日 目お よび3日 目の推 移 を
示 した.や は り,術 後1日 目お よび3日 目 ともCefo-
perazone点滴 静 注終 了直 後 に ピー クの値 を示 しお の
お の96.O±11.6(S.E.M.)μ9/mlと83.4±12.4(S.
E.M.)μg/mIに達 し以 後 漸 減 し て投 与 後8時 間 で は
おの お の12.o±4.9(s.E.M.)μ9/mlと7.7±3.o(s.
E.M.)μg/mlを示 した.な お尿 中 濃 度 は,術 後1日
目の24時間 尿 に て測 定 しそ の濃 度 は,腎 提 供 者 で は平
均79.4μ9/ml,受腎 者 では 平 均127,7μ9/m1であ っ
た.ま た24時間 尿 中 回 収率 は,腎 提 供 者 で は平 均8.8
%,受 腎者 では 平 均8.1%で あ った.













腎提 供 者 に お け るCefoperazone投与 前後 の腎 ク
リア ラ ンス の測 定 結 果 をTable3に 示:した.本 剤投
与 前 す なわ ち,腎 摘 除 前 の糸 球 体 濾 過 値(GFR)は
平 均95.3ml/minで,腎 摘 除 術 後 のGFRは 平均
72.5mllminで術 前 の76%であ った.ま た投 与 前 の腎
血 漿 流 量(RPF)お よび 腎 血 流 量(RBF)は そ れぞ
れ 平 均471.4ml/minと827.3ml/minであ り,投 与
後 は そ れ ぞれ 平 均364.2ml/minと平 均607.81nllmin
で あ った.ま た,受 腎 者 に お い て は,術 前 後 の血 清 ク







































































































































































































































































































































































































受腎者ともに なく,副 作用 として 腎提供者 と受腎
者間におの おの1例 ずつ一過性の肝機能障害を認め
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